












































































今回訪れた体操クラブ Union Gymnique （Pole Gym-





























写真１ Union Gymnique Aix le bains体操クラブの外観
写真２ FIGワールドシリーズ（Aquae World Cup）大会ポスター



























































































































































































図２ 「MINIMA FRANCE」の Alignement
各年齢区分に対し，要求される課題は段階的に異なっている。
―４４―
フランスにおける競技エアロビックの選手育成についての報告
８．ナショナルチームの練習状況
一般のナショナルチームの練習は，基本的に１４～１８時，
もしくは１５～１９時の時間帯で行われる。ジュニア選手は，
学校の授業終了後に集まり，１７時～２０時が練習時間とな
る。大学に通っている選手は，学校の休み期間以外はジュ
ニア選手と同じ時間帯で練習を行う。一般的に競技会は，
土曜日が予選，日曜日に決勝が行われることが多い。競
技会へ向かって照準を合わせるという意識を高めた練習
にするために，毎週土曜日には演技の通し練習を行い，
月～金曜日には曜日毎に異なる課題練習に取り組んでい
る。月，水，金曜日は，筋力トレーニング，コンディショ
ニングを３０～４０分行う。肋木を使ったトレーニング，体
幹トレーニング等も必ずメニューには入れている。筋力
トレーニング後は各自でエレメント練習を行った後にルー
ティン練習となる。ルーティン練習は，曜日によって内
容が異なり，例えば，火曜日は，アームス，エアロビッ
クパート練習を曲付で行い，その後，１／３ルーティン
（３つめのエレメント＋１まで）を各２～３セットずつ
行うような練習，水曜日はルーティン練習後３０分間走な
どの有酸素運動を行って終了するが，週の中では一番重
い練習日として設定している。木曜日はルーティンを１
本通しのみで終わり，練習後に施設の中にあるジャグジー
タイムを設けることもある。週半ばの厳しい練習の次の
日には軽めの練習を行い，後半の練習に疲れが残らない
よう工夫されていた。
また，体操競技エリアの床やトランポリン，体操器具，
マット等，スペースや用具を活用した練習を随所に取り
入れていた。例えば，ウォーミングアップで平行棒を用
いて倒立やプランシェ系の動きを行ったり，エレメント
練習の導入段階で鞍馬の練習用器具を用いた練習を行っ
たりと体操競技エリアとエアロビック競技エリアが柱の
みで区切られた開かれた空間だからこそ実施できる内容
のものも多く見られた。
エアロビックエリアのスペースの充実度も特筆すべき
内容である。７ｍ四方を４面分確保することができる１４
㎡の公式フロアに加え，１０㎡の公式フロアがあることに
より，ルーティン練習を最大５人（組）同時に行うこと
ができる。一般の選手たちは手前の１０㎡のフロアでコー
チにルーティン練習を見てもらっており，多くのスペー
スで同時に動いていても集中した練習を行うことが可能
である。日本においては，公式フロアを持っているクラ
ブは皆無であり，公式のフロアと同じ条件の床を導入し
ているクラブも数えるほどである。実際の競技会で使用
される床で練習を積むことができないことは，日本選手
の国際的な活躍を阻む要因にもなっている。フランスに
おいては，競技エアロビックの練習環境として必要な備
品として競技用公式フロアは必須であると考えられてい
る。Union Gymnique では，贅沢なほどの競技フロアス
ペースがあり，選手はそのスペースを当然のごとく日常
的に使用できるわけであるが，エレメント練習も思い切
り行え，身体の中に競技用フロアでの動きのイメージを
たたき込むことができる環境が整っていた。競技として
何を大切に考え，何を必要とするのか，競技に対する考
え方が十分に表れている練習環境であった。
尚，コーチとしてクラブに所属している選手たちは，
自身の練習前後にジュニア選手の指導，一般クラスの指
導を行っていた。
写真１７ 練習風景（１）
プランシェの練習を行うAurelie Joly 選手。ミックスペアの世
界チャンピオンでもある彼女は，男子選手と同じようなパワーが
必要なエレメントにもチャレンジしている。
写真１８ 練習風景（２）
フレアーの練習をする日本代表の諏訪部選手。昨年８月からエ
クスレバンに練習拠点を移した。体操競技で活用される用具を取
り入れた練習も行っている。
―４５―
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日本における競技エアロビック選手育成の方策を検討
するため，クラブチームとして大きな躍進をし，フラン
スナショナルチームの練習拠点にもなっているエクスレ
バン市のUnion Gymnique において平成２３年３月６～１６
日の１０日間，視察研修を行った。
体操競技との連携が非常にうまくいっている背景には，
国全体としてのスポーツ政策とフランス体操協会におけ
る競技エアロビックの位置づけが確立されていることが
大きいと言えるだろう。同時に，Union Gymnique でみ
られたような連携を強化するための環境づくりを行って
いることがフランスの強さの源にあると思われた。日本
は，競技エアロビックの先進国として世界の国をリード
する時代が続いたが，フィットネスのエアロビクスから
発展した過程を経ての選手育成が主流であったこと，エ
アロビックが体操協会とは別の競技団体として発展した
ことなどから，体操競技，新体操との連携を図ることが
厳しい状況にあった。しかしながら，フランスに代表さ
れるように諸外国の競技力向上の裏には，体操の一種目
として位置づけられたエアロビックが長い歴史を持つ他
の種目と連携を強めながら選手を育てていることがあげ
られる。
また，当たり前のことであるが，練習環境として，競
技特性を生み出す器具である専用のフロアを常設してい
ることも見逃すことはできない。
本学北方圏生涯スポーツ研究センターでは，体操クラ
ブとの連携や体操の施設を活用した練習方法を取り入れ
たエアロビック競技者の育成が可能な環境にある。今回
の研修を活かし，競技フロアの設置等の練習環境の整備
も含め，日本における新しい拠点作りについて検討を続
けていきたいと思う。
付 記
本研究は，「平成２２年度北翔大学北方圏生涯スポーツ
研究センターの研究費」の助成を受けて実施したもので
ある。
写真１９ 練習風景（３）
ナショナルチームコーチのChristophe Devillane 氏（右）の話
を聞く選手達。クラブのヘッドコーチでもある。
写真２０ 練習風景（４）
体操の用具を活用したストレッチングやトレーニングも工夫さ
れている。
写真２１ 練習風景（５）
肋木を使用したトレーニング。年齢に関わらず毎日の練習には
必ず含まれる練習である。
―４６―
フランスにおける競技エアロビックの選手育成についての報告
